
熊
本
地
震
・
１
日
も
早
い
復
旧
を 

 

 

 

 現在、売電目的のメガソーラー設置が急速に進んで 

います。メガソーラーは、周辺住民への事前説明を行わなくても

設置でき、突然、森林が伐採されたり、太陽光パネルが住宅に迫

って設置されたりと歯止めのない乱開発が問題になっています。

大津市内でも、自然環境や生活への影響、などに心配や不安の声

があがっています。 

 原発依存から脱けだし、再生可能エネルギーへの転換が求めら

れていますが、そのために環境破壊が行われていれば本末転倒で

す。２月議会でも杉浦市議が市の対応について質しましたが、き

ちんとしたルールを整備しなければ、利益追求優先の開発がさら

に広がることになります。事業の計画段階からの情報公開や地域

経済への貢献、環境アセスメントなども検討されるべきです。 

  大津市も国・県と協力して取り組むよう求めていきます。 

 日本共産党滋賀県委員会は４月２４

日、市田忠義副委員長、大門みきし参院

議員を迎え演説会を開催。1300 人を超

える参加の中、市田氏は、国民からの戦

争法（安保法制）廃止・立憲主義回復を

求める声から野党合意が実現し、７月の

参議院選挙は歴史的たたかいとなるこ

 

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
は
、
現
在
も
余
震
が
続
き
、

終
息
の
見
通
し
が
も
て
な
い
状

態
で
す
。
被
災
地
の
み
な
さ
ま
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

長
引
く
避
難
生
活
で
被
災
者

の
方
々
の
心
労
も
日
増
し
に
強

ま
り
、
震
災
関
連
死
も
出
て
お
り
、

１
日
も
早
い
復
旧
・
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
党
市
議
団
も
で

き
る
こ
と
か
ら
と
、
市
内
で
救
援

募
金
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

大
津
市
か
ら
は 

大
津
町
の
支
援
へ 

 

熊
本
県
の
大
津
町
で
も
い
ま

な
お
５
１
５
名
（
４
月
25
日
現

在
）
の
方
が
避
難
さ
れ
て
お
り
、

各
避
難
所
ま
で
物
資
が
届
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
大
津
市
か
ら

も
物
資
を
調
達
、
職
員
派
遣
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

４
月
27
日
に
は
、
大
津
市
で

も
再
度
、
災
害
時
の
対
応
を
見
直

そ
う
と
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
も
、
日
常
的
な
備
え

や
建
物
の
耐
震
化
の
促
進
、
こ
れ

ま
で
の
震
災
の
経
験
を
活
か
し

た
災
害
弱
者
へ
の
支
援
、
避
難
所

運
営
な
ど
の
体
制
強
化
の
た
め
、

市
お
よ
び
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
強
め
て
い
き
ま
す
。 

 

 

平
和
へ
の
道
に
武
器
は
要
ら
な
い
！ 

「
憲
法
記
念
の
集
い
」
に
参
加
し
て 

 

● 

● 

 

 

 

削減が計画されているもの 

 

滋
賀
弁
護
士
会
主
催
の
「
憲
法
記

念
の
集
い
」
で
、
日
本
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
の
谷

山
博
史
さ
ん
の
講
演
を
聴
き
ま
し

た
。
谷
山
さ
ん
は
数
々
の
紛
争
地
域

で
の
支
援
経
験
を
も
と
に
、
日
本
国

民
を
危
険
に
さ
ら
す
安
保
法
制
と

安
倍
政
権
の
『
積
極
的
平
和
主
義
』

に
つ
い
て
講
演
。 

 

「
昨
年
の
国
会
で
の
安
保
法
制
論

争
で
は
、『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
助
け
ら
れ
な

く
て
い
い
の

か
！
』
と
私
た

ち
が
ダ
シ
に

使
わ
れ
た
が
、

武
器
を
持
っ

た
自
衛
隊
が

来
る
こ
と
で
、

逆
に
私
た
ち

は
殺
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
」

「
一
度
武
器

を
用
い
れ
ば

た
ち
ま
ち
日

本
人
が
戦
闘

の
当
事
者
と

な
る
」 

 

ま
た
、
テ
ロ

大津町で物資を 
運ぶ大津市職員 

催しで賑わう公園前で募金を
呼びかける党市議団 

（４月 16日、市役所前） 

党市議団も決意あらたにがんばります！ 

滋
賀
で
も
歴
史
的
野
党
共
闘
！

は
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
か
、
武
力

行
使
で
失
う
も
の
の
大
き
さ
を
政

府
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
軍
事
に
頼

る
道
で
は
70
年
か
け
て
獲
得
し
て

き
た
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
る
と

い
う
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
未
来
を
選
ぶ

の
か
…
こ
の
夏
、
日
本
の
未
来
を
左

右
す
る
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
！ 

 
 
 

 
 

（
林
ま
り
） 

と、また安倍政治の破綻、それに対ししっかりとした対案を示す日本共産党

の躍進でこそ、政治は転換できることを訴えました。 

 同日、午前中に滋賀県の日本共産党、民進党、社民党が統一候補を立て、

参議院選挙をたたかう調印式が行われました。演説会では、統一候補となっ

た林久美子氏も登壇。「戦争法廃止」「立憲主義の回復」で一致し、野党が共

闘する歴史的な日となりました。 

日本共産党は、憲法破壊の政治をやめさせ、戦争法をなんとしても廃止さ

せるため、党と野党統一候補の勝利のために全力を尽くします。 

野党共闘調印式  
（4 月 24 日） 


